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序

　
明
治
一
七
年
九
月
二
八
日
に
発
刊
さ
れ
た
、
東
京
法
学
校
の
機
関
紙
『
法
律
雑
誌
』
第
四
一
二
号
に
は
、
「
刑
法
（
旧
刑
法
）
第
三
八
○

（
1
）条
ヲ
解
ク
」
（
（
）
内
岩
谷
）
と
題
し
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
強
盗
後
の
逃
走
中
、
共
犯
者
を
追
捕
者
と
誤
認
し
軽
傷
を
負
わ
せ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
い
う
設
問
事
例
が
そ
こ
で
は
解
説
さ
れ
、
他
条
た
る
第
二
九
六
条
と
の
関
連
で
強
盗
致
死
傷
罪
た
る
同
三
八
○
条
の
文
言
か
ら
推
察
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

れ
る
趣
旨
と
し
て
、
死
傷
結
果
に
つ
い
て
の
故
意
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
解
釈
が
導
か
れ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ

で
こ
こ
で
注
目
す
る
べ
き
は
、
同
記
事
が
僅
か
一
〇
頁
の
紙
幅
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
大
部
分
が
、
旧
刑
法
典
の
草
案
段
階
を
示
す

　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

「
仏
文
草
案
」
と
そ
の
「
邦
文
草
案
」
各
条
の
検
討
に
費
や
さ
れ
、
今
で
言
う
立
法
沿
革
的
考
察
が
巧
み
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
無
論
、
こ
う
し
た
立
法
資
料
に
よ
る
解
釈
の
枠
組
を
推
定
す
る
と
い
う
基
本
的
操
作
は
、
当
時
と
し
て
も
、
例
え
ば
、
富
井
政
章
『
刑

法
論
綱
　
全
』
（
明
治
一
三
年
）
、
宮
城
浩
蔵
『
刑
法
正
義
』
（
同
二
六
年
）
、
井
上
正
一
『
訂
正
　
日
本
刑
法
講
義
』
（
同
年
）
、
勝
本
勘
三
郎

『
刑
法
析
義
　
各
論
（
上
）
』
（
同
三
二
年
）
、
小
疇
伝
『
刑
法
各
論
　
完
』
（
同
三
八
年
）
な
ど
の
理
論
書
で
は
当
然
の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

そ
し
て
そ
の
論
者
の
多
く
は
、
立
法
上
の
各
種
資
料
を
通
じ
て
起
案
者
た
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
思
を
結
局
は
窺
お
う
と
し
て
い
る
の
で

（
6
）

あ
る
。
中
に
は
、
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
乃
チ
政
府
ノ
命
ヲ
承
ケ
テ
自
ラ
起
草
者
ト
為
リ
日
本
刑
法
、
治
罪
法
ノ
ニ
法
ヲ
起
草
シ
テ
之
ヲ
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

府
二
致
セ
リ
政
府
ハ
之
ヲ
翻
訳
シ
テ
元
老
院
二
送
リ
其
審
議
ヲ
経
タ
リ
」
（
傍
点
岩
谷
）
と
い
う
よ
う
に
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
起
案
草
案
の
編

纂
過
程
に
お
け
る
位
置
を
単
純
す
ぎ
る
程
に
割
り
切
っ
た
見
解
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
．
し
か
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
仏
文
草
案
レ
ベ
ル
の

条
文
趣
意
と
邦
文
刑
法
典
上
の
そ
れ
と
が
何
ら
か
の
形
で
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
認
識
の
出
発
点
に
は
、
確
か
に
、
総
て
に
共
通
す
る
も

の
が
認
め
ら
れ
る
。

　
し
か
も
各
論
者
の
旧
刑
法
典
に
対
す
る
評
価
に
は
い
ず
れ
も
厳
し
い
も
の
が
あ
る
．
例
え
ば
そ
の
一
例
と
し
て
宮
城
は
、
「
（
然
レ
ト

モ
）
刑
法
典
ハ
、
学
理
上
ヨ
リ
推
ス
モ
、
適
用
上
ヨ
リ
論
ス
ル
モ
、
其
欠
点
実
二
枚
挙
二
逞
ア
ラ
ス
」
と
断
ず
る
。
な
る
ほ
ど
、
「
ボ
氏
ノ
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起
案
ハ
之
ヲ
現
行
刑
法
典
二
比
ス
レ
ハ
、
其
善
良
ナ
ル
コ
ト
数
十
等
ヲ
出
」
る
が
、
そ
れ
と
て
「
因
ヨ
リ
不
完
全
ヲ
免
カ
レ
」
る
も
の
で

は
な
く
、
「
而
シ
テ
司
法
省
之
ヲ
翻
訳
シ
テ
、
誤
謬
ア
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
、
之
ヲ
修
正
増
補
シ
テ
不
良
ヲ
来
シ
タ
ル
ヲ
免
カ
レ
ス
、
継
テ
元
老

院
之
ヲ
審
査
修
正
シ
テ
、
益
々
不
良
ヲ
致
ス
」
浩
果
と
な
っ
た
．
つ
ま
り
彼
に
よ
れ
ば
旧
刑
法
典
の
編
纂
過
程
ば
、
「
修
正
ス
ル
毎
二
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

完
全
ヲ
呈
ス
ル
ニ
至
ル
コ
ト
コ
ソ
不
幸
」
で
あ
っ
た
と
ま
で
い
う
の
で
あ
る
．
こ
こ
で
問
題
と
す
る
べ
き
点
は
、
宮
城
の
こ
う
し
た
所
見

の
当
否
に
直
接
関
わ
る
の
で
は
な
く
、
一
三
年
六
月
に
フ
ラ
ン
ス
よ
り
帰
朝
し
た
彼
以
降
、
旧
刑
法
典
の
学
理
批
判
的
検
討
の
可
能
性
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

開
け
、
そ
の
際
に
施
さ
れ
る
沿
革
的
な
理
由
付
け
に
表
れ
る
、
論
者
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
を
中
心
に
据
え
た
「
旧
刑
法
編
纂
過
程
観
」
と
も

い
う
べ
き
一
種
の
「
史
観
」
な
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
当
該
旧
刑
法
の
立
法
段
階
を
記
す
多
く
の
資
料
が
公
と
な
っ
た
今
日
に
お
い
て
、
い
か
な
る
程
度
に
そ
し
て
い
か

な
る
仕
方
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
そ
の
「
起
案
者
」
と
し
て
の
役
割
を
果
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
ま
た
実
際
に
果
し
得
た
の
か
、
編
纂
の
行

程
を
そ
の
手
続
き
的
側
面
か
ら
再
検
討
し
て
み
る
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
、
解
釈
の
規
範
論
的
理
由
付
の
動
機
と
し
て
（
い
わ
ば
立
法
者
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

て
の
）
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
思
探
求
が
図
ら
れ
る
有
効
性
が
、
事
実
的
た
編
纂
過
程
論
の
射
程
の
中
に
い
か
に
条
件
付
け
ら
れ
る
の
か
を

窺
う
よ
す
が
と
し
て
み
た
い
。

一
、
旧
刑
法
編
纂
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
位
置

　
（
閣
）
　
司
法
省
編
纂
過
程
概
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
か
つ
て
私
は
、
旧
刑
法
編
纂
過
程
の
司
法
省
段
階
に
お
い
て
作
成
さ
れ
こ
そ
は
し
た
が
、
未
採
用
に
終
わ
っ
た
一
草
案
を
検
討
の
対
象

　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

に
し
た
こ
と
が
あ
る
．
「
日
本
帝
国
刑
法
初
案
」
（
以
下
「
初
案
」
）
と
名
付
け
ら
れ
た
総
論
（
名
例
）
の
み
僅
か
八
二
箇
条
に
過
ぎ
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
未
定
稿
草
案
は
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
刑
法
の
講
義
を
聞
き
な
が
ら
、
直
接
的
に
は
日
本
人
編
纂
委
員
ー
刑
法
草
案
取
調

59



法学研究64巻1号（’91：1）

掛
1
の
み
の
手
で
作
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
は
、
当
初
は
編
纂
の
中
核
か
ら
離
れ
、
そ
の
周
辺
的
位
置
に
止
め
お
か
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
の
編
纂
方
針
を
記
し
た
「
起
案
ノ
大
意
」
第
一
項
の
宣
言
す
る
「
起
案
ノ
目
的
」
に
は
、
「
欧
州
大
陸
諸
国
ノ
刑
法
ヲ

以
テ
骨
子
ト
ナ
シ
本
邦
ノ
時
勢
人
情
二
参
酌
シ
テ
編
纂
ス
ル
コ
ト
」
と
あ
り
、
つ
ま
り
は
外
国
法
と
我
が
国
の
法
と
の
「
折
衷
」
が
構
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
12
）

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
作
業
自
体
は
丁
寧
に
進
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
編
纂
開
始
後
七
カ
月
以
上
を
経
て
か
ろ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

じ
て
総
論
部
分
の
み
が
上
梓
さ
れ
、
し
か
も
そ
れ
で
も
審
議
未
了
の
保
留
事
項
を
少
な
か
ら
ず
包
蔵
し
た
同
案
は
、
到
底
元
老
院
の
採
用

す
る
と
こ
ろ
と
は
な
り
得
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
同
時
に
、
同
掛
の
手
際
の
悪
さ
も
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
な
に
よ

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

り
も
、
早
急
に
か
つ
刑
法
典
全
編
の
完
成
が
求
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
こ
に
作
業
能
率
の
向
上
を
目
指
し
て
何
ら
か
の
編

纂
手
順
の
見
直
し
が
図
ら
れ
て
当
然
で
あ
る
。
事
実
、
そ
う
し
た
手
続
上
の
変
更
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
即
ち
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
「
単
独
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
（
15
）

に
よ
る
草
（
原
）
案
起
草
と
、
そ
れ
を
日
本
人
委
員
と
の
「
合
（
会
）
議
」
に
付
し
成
案
す
る
と
い
う
周
知
の
方
法
が
、
必
要
的
に
導
入

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
（
16
）

さ
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
こ
こ
に
、
彼
が
実
際
に
編
纂
に
於
い
て
果
し
た
役
割
が
よ
り
積
極
的
な
意
味
を
も
ち
始
め
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
17
）

に
な
る
。
こ
の
新
局
面
を
迎
え
た
編
纂
手
続
き
が
、
本
稿
の
主
た
る
考
察
対
象
と
な
る
。

60

　
（
二
）
　
元
老
院
刑
法
草
案
講
義

　
1
　
そ
の
人
的
構
成

　
明
治
九
年
六
月
三
〇
日
、
第
一
編
「
第
一
稿
」
の
み
が
司
法
省
か
ら
太
政
官
に
上
呈
さ
れ
、
そ
の
直
後
の
七
月
四
日
よ
り
、
ボ
ア
ソ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
（
19
）

ー
ド
は
講
義
を
再
開
す
る
。
し
か
し
今
回
の
講
義
は
、
も
は
や
母
法
た
る
フ
ラ
ン
ス
刑
法
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
順
次
成
っ
て
来
る
刑
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

草
案
に
つ
き
「
賢
明
ナ
ル
立
法
官
ノ
参
考
二
供
ス
ヘ
キ
所
ノ
原
則
ヲ
主
ト
シ
テ
」
解
説
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
元
老
院
議
長
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
私
邸
を
会
場
と
し
た
こ
の
講
義
は
、
「
大
抵
、
毎
金
曜
日
」
に
開
か
れ
、
一
〇
月
五
日
に
ボ
ア
ソ
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（
2
3
）

ナ
ー
ド
が
元
老
院
に
雇
用
さ
れ
た
以
降
は
同
院
で
開
講
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
．
そ
の
「
私
邸
」
が
最
初
会
場
と
し
て
設
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
か
つ
て
「
刑
法
改
正
局
設
置
に
関
す
る
建
議
」
書
を
草
し
同
法
編
纂
に
強
い
関
心
を
示
し
て
い
た
有
栖
川
宮
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

を
そ
の
背
景
に
感
得
で
き
よ
う
。
ま
た
後
掲
す
る
表
1
で
も
明
ら
か
な
通
り
、
同
講
義
出
席
者
は
多
く
の
元
老
院
議
冨
と
少
数
な
が
ら
も

法
制
局
官
員
の
混
成
で
あ
っ
て
、
同
講
義
が
司
法
省
上
呈
の
草
案
を
後
日
、
太
政
官
に
於
け
る
審
査
及
び
元
老
院
で
の
審
議
を
経
る
こ
と

を
睨
ん
で
の
準
備
講
習
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
実
際
、
講
義
聴
講
者
の
一
部
は
、
太
政
官
あ
る
い
は
元
老
院
、

若
し
く
は
そ
の
双
方
に
出
席
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
表
中
、
［
備
考
］
n
・
皿
を
参
照
せ
よ
）
．
こ
う
し
た
編
纂
過
程
の
各
局
面
を
構
成

す
る
各
機
関
と
そ
の
人
員
配
置
の
有
り
様
は
、
同
講
義
が
司
法
省
に
止
ま
ら
ず
そ
の
後
の
編
纂
の
全
行
程
的
展
開
を
予
定
し
た
も
の
に
他

な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
編
纂
に
お
け
る
原
案
起
草
の
動
力
源
と
、
講
義
講
師
と
い
う
役
割
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー

ド
と
い
う
同
一
人
物
に
担
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
草
案
全
体
の
趣
意
の
一
貫
し
た
理
解
を
、
邦
人
に
お
い
て
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
配
慮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
25
）
（
補
注
）

が
為
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
日
こ
の
講
義
内
容
は
、
刊
本
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
（
明
治
ニ
ハ
年
）
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
節

に
て
若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

　
2
　
刑
法
典
編
纂
作
業
と
の
交
錯

　
と
こ
ろ
で
右
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
と
、
高
松
宮
蔵
版
『
熾
仁
親
王
日
記
』
（
巻
二
．
昭
和
一
〇
年
）
の
記
事
お
よ
び
日
付
を
対
き
合
わ

せ
る
作
業
に
よ
っ
て
講
義
の
進
行
度
合
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
当
該
日
付
の
講
義
内
で
使
用
さ
れ
る
草
案
を

通
じ
て
，
断
片
的
な
が
ら
も
草
案
会
議
の
進
捗
経
過
と
の
対
照
も
不
可
能
で
な
く
な
る
。
例
え
ば
、
九
年
一
〇
月
二
四
、
二
八
日
の
熊
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
26
）

神
風
の
乱
、
萩
の
乱
勃
発
前
後
の
時
期
に
「
第
一
稿
」
第
二
編
「
公
益
二
関
ス
ル
重
罪
軽
罪
」
（
外
患
罪
）
の
編
纂
が
着
手
さ
れ
て
い
る
．

既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
通
り
、
「
第
一
稿
」
編
纂
は
第
一
・
第
三
・
第
二
編
の
順
序
に
従
い
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
一
方
講
義
は
こ

の
時
点
で
未
だ
第
一
編
を
終
了
し
て
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
．
第
一
編
の
講
述
が
終
わ
る
の
が
第
一
九
回
目
講
義
、
つ
ま
り
二
月
一
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二つの仏文刑法草案とボアソナード

図

　　明冶9イ1’7月4日　　　　〔明治10年〕　　　9月

【講義】巨コ巨コ．匠〔使用草案〕（数一を示す）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　ヤ　　　　　！ノ　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　　　　　，ノ　　　　　　　　　　　　　、

【　回薗回□四陣御　〕一鰍示す）
　　明治9年6月30日　12月28日　　　　　6月
　　　　　　　　　「第一稿」上呈　　　「第二稿」脱稿

　　　　　　　　　　　　　一　　一　　　　「第一稿」編纂過程　　「第二稿」編纂過程　「確定稿ユ編纂過程

五
日
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
（
表
1
を
参
照
さ
れ
た
い
）
、
無
論
そ
こ
で
は
第
二
編
の
草
案
は
完

成
を
見
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
講
義
も
当
然
第
三
編
に
移
行
し
て
ゆ
か
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
．
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

れ
は
第
二
〇
回
目
、
同
月
二
二
日
の
時
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
も
と
よ
り
第
一
編
の
六
月

三
〇
日
上
呈
時
よ
り
遅
れ
る
こ
と
僅
か
四
日
で
開
始
さ
れ
た
講
義
で
は
あ
っ
た
が
、
講
義
と
会

議
の
作
業
性
質
上
の
相
違
か
ら
、
進
捗
の
速
度
が
相
互
に
か
み
合
わ
な
い
こ
と
は
む
し
ろ
不
可

避
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
．
こ
こ
で
講
義
に
使
用
さ
れ
た
草
案
が
、
編
纂
過
程
中
い
か
な
る
段
階

に
属
す
る
も
の
か
一
瞥
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
し
よ
う
．

　
上
図
中
明
ら
か
な
通
り
講
義
に
お
け
る
使
用
草
案
は
、
第
一
編
及
び
第
二
編
に
つ
い
て
は
当

該
講
義
時
に
確
定
段
階
に
あ
っ
た
草
案
を
用
い
る
こ
と
と
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
（
第
一
編
は
第

一
稿
、
第
二
編
は
第
二
稿
と
確
定
稿
・
図
中
矢
印
参
照
）
。
た
だ
し
第
三
編
の
講
義
は
い
さ
さ
か
微
妙

　
　
　
（
2
8
）

で
あ
っ
た
。
そ
の
講
義
は
九
年
一
二
月
二
八
日
の
「
第
一
稿
」
全
編
上
呈
を
境
に
し
翌
年
に
亙

っ
て
二
〇
回
持
た
れ
、
そ
の
間
一
三
〇
箇
条
に
つ
い
て
の
講
説
が
あ
っ
た
。
し
か
し
同
編
条
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

総
数
の
内
余
す
と
こ
ろ
約
四
〇
数
箇
条
の
と
こ
ろ
で
、
講
義
は
第
二
編
に
移
る
．
こ
の
事
情
は

第
四
〇
回
の
講
義
冒
頭
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
り
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
る
。

　
　
「
前
回
（
即
ち
第
三
九
回
ー
岩
谷
註
）
ノ
講
義
ハ
第
三
編
ヲ
続
講
シ
テ
未
タ
篇
ヲ
畢
ラ
ス
今
又
端
ヲ

　
改
メ
テ
第
二
篇
ヨ
リ
講
シ
始
ム
ル
所
以
ハ
頃
者
司
法
省
二
於
テ
此
刑
法
案
ヲ
改
正
シ
匿
二
論
定
シ
タ
レ

　
ト
モ
第
三
篇
ハ
今
改
正
中
ナ
ル
故
二
向
後
案
中
二
増
減
ア
ル
ヘ
シ
因
テ
司
法
省
限
リ
ニ
テ
モ
論
定
シ
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
30
）

　
ル
者
ヨ
リ
講
ス
ル
方
便
宜
ナ
リ
ト
思
ヒ
今
日
ヨ
リ
第
二
篇
二
戻
リ
テ
講
述
ス
ル
ナ
リ
」

　
右
引
用
中
の
「
改
正
中
」
と
は
、
「
第
一
稿
」
審
議
を
踏
ま
え
、
「
校
正
案
」
か
ら
「
第
二
稿
」
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が
編
ま
れ
る
に
至
る
過
程
を
指
す
。
即
ち
第
三
編
に
つ
い
て
は
、
会
議
の
行
方
次
第
の
極
め
て
流
動
的
な
段
階
の
草
案
が
用
い
ら
れ
て
い

　
　
　
　
（
肌
）

た
の
で
あ
る
．
こ
の
第
三
編
に
つ
い
て
は
、
恐
ら
く
「
第
一
稿
稿
本
化
“
『
日
本
文
』
化
」
以
前
の
草
案
が
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

あ
る
い
は
そ
の
直
訳
調
の
条
文
体
か
ら
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
手
持
ち
の
仏
文
草
案
が
講
義
時
に
通
訳
者
に
よ
り
翻
訳
さ
れ
て
用
い
ら
れ
て

い
た
と
も
想
像
し
得
る
．
そ
し
て
四
一
回
講
義
に
て
林
有
造
や
、
藤
好
静
ら
の
西
南
戦
争
に
呼
応
し
た
策
動
を
指
す
と
思
わ
れ
る
「
高
知

県
ノ
動
揺
」
が
触
れ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
講
義
が
丁
度
五
月
か
ら
六
月
に
さ
し
か
か
っ
た
時
点
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
即
ち
こ
の
時
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

「
第
二
稿
」
成
案
作
業
は
、
第
三
編
に
至
る
局
面
を
迎
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
．

　
と
こ
ろ
で
「
第
二
稿
」
が
「
仮
二
脱
稿
」
し
た
こ
の
六
月
に
第
二
編
講
義
が
開
始
さ
れ
る
。
そ
の
際
、
「
既
二
論
定
シ
タ
」
草
案
が
使
用

さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
得
な
い
。
そ
れ
は
部
分
的
に
は
校
正
案
の
面
影
を
残
す
も
の
や
、
条
文
上
相
前
後
す
る
も
の
も
少
な
く
な
い
が
、
殆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

ど
「
第
二
稿
」
の
正
文
に
近
い
内
容
を
持
つ
こ
と
か
ら
確
認
で
き
る
。
他
方
講
義
で
は
．
第
一
五
七
か
ら
一
六
八
条
に
か
け
て
規
定
さ
れ

る
「
海
賊
ノ
罪
」
「
奴
隷
売
買
」
の
各
条
を
解
説
す
る
為
に
、
第
四
五
・
四
六
回
の
二
回
の
講
義
を
充
て
て
い
る
．
こ
れ
は
後
述
の
通
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
〉

一
〇
年
七
月
一
二
日
に
草
案
上
削
除
が
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
第
四
五
回
講
義
冒
頭
の
、
「
（
当
該
筒
所
は
）
初
メ
刑
法
中
二
掲
載
シ
後

　
　
　
　
　
（
3
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

二
之
レ
ヲ
廃
ス
」
な
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
言
に
明
白
な
通
り
、
彼
は
同
決
定
を
承
知
の
上
で
二
回
に
も
亙
り
詳
説
を
加
え
て
い
た
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
ま
た
、
講
義
は
七
月
四
日
か
ら
夏
季
休
暇
に
入
っ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
の
第
四
五
回
講
義
は
、
九
月
以
降
の
休

　
　
　
　
　
　
　
（
3
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

暇
明
け
講
義
再
開
後
に
当
た
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
ぎ
た
い
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
前
二
回
に
続
く
第
四

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

七
回
講
義
に
於
い
て
は
、
同
年
二
月
上
呈
の
司
法
省
段
階
の
「
確
定
稿
」
草
案
が
既
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、
講
義
で
使
用
さ
れ
る
テ
ク

ス
ト
の
形
態
が
、
司
法
省
に
於
け
る
草
案
編
集
の
段
階
的
経
過
を
如
実
に
照
ら
し
出
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ま
た
講
義
筆
記
は
、
編
纂
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
微
妙
な
立
場
を
も
伝
え
て
い
る
．
彼
は
、
一
方
で
は
立
法
“
法
典
化
と
い
う
優

れ
て
実
際
的
な
場
合
思
考
的
対
処
が
必
要
と
さ
れ
つ
つ
も
、
他
方
で
は
講
義
と
い
う
、
事
柄
の
性
質
上
い
さ
さ
か
で
も
整
然
と
し
て
か
つ

順
序
立
っ
た
体
系
的
説
明
が
要
求
さ
れ
る
、
異
な
る
二
つ
の
場
面
を
取
り
結
ぶ
地
点
に
位
置
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
彼
は
講
義
に
お
い
て
、

64



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

司
法
省
で
成
案
さ
れ
る
「
国
文
」
草
案
上
の
訳
語
に
つ
い
て
仏
文
草
案
と
の
比
較
か
ら
逐
一
そ
の
適
不
適
を
評
し
、
そ
の
編
纂
状
況
が
必

ず
し
も
自
己
の
思
惑
通
り
に
進
ま
な
い
時
に
は
．
本
来
の
「
立
法
官
」
た
る
元
老
院
議
員
の
前
で
、
司
法
省
に
お
け
る
決
定
に
つ
い
て
難

　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

渋
の
色
を
露
に
す
る
こ
と
を
た
め
ら
っ
て
い
な
い
．
そ
う
し
た
彼
の
視
点
に
立
て
ば
、
編
纂
で
は
、
律
系
統
刑
法
な
る
異
質
の
法
的
思
考

と
の
出
合
い
に
よ
る
変
容
が
直
接
に
し
か
も
彩
し
く
加
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
講
義
で
は
一
応
そ
う
し
た
「
合
議
」
結
果
を
反
省
的
に
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

構
成
し
、
そ
の
「
結
果
」
に
賛
同
す
る
限
り
で
．
あ
る
い
は
飽
く
ま
で
反
対
の
立
場
を
堅
持
す
る
な
り
し
て
、
彼
な
り
の
体
系
的
理
由
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

か
ら
一
貫
し
た
説
明
を
施
す
機
会
が
与
え
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
い
う
ま
で
も
な
く
、
講
義
さ
れ
る
「
草
案
」
の
内
容
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

も
は
や
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
創
意
の
み
が
作
り
出
し
た
も
の
で
あ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
彼
の
創
見
と
公
式
の
刑
法
草
案

と
の
乖
離
が
生
ず
る
原
点
が
あ
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
次
章
で
は
、
以
上
の
前
提
を
踏
ま
え
、
編
纂
の
全
行
程
の
内
で
も
比
較
的
早
い
時
期
に
彼
の
為
し
た
立
法
上
の
自
己
主
張
が
、
い
か
な

る
仕
方
で
示
さ
れ
た
の
か
を
．
現
存
す
る
二
つ
の
仏
文
刑
法
草
案
を
手
掛
か
り
に
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

二つの仏文刑法草案とボアソナード

二
、
司
法
省
編
纂
過
程
に
お
け
る
二
つ
の
仏
文
刑
法
草
案

　
（
一
）
　
明
治
一
〇
年
八
月
元
老
院
上
呈
仏
文
刑
法
草
案

　
1
　
「
少
数
意
見
」
の
存
在

　
明
治
八
年
九
月
に
始
ま
っ
た
司
法
省
に
お
け
る
草
案
編
纂
作
業
は
、
そ
の
始
業
よ
り
丸
二
年
余
り
を
経
た
一
〇
年
八
月
に
、
元
老
院
に

上
呈
す
る
べ
き
仏
文
草
案
を
持
っ
た
．
そ
れ
は
、
表
題
と
し
て
く
》
ε
9
号
O
a
Φ
冨
壼
一
零
仁
吋
一
．
国
巨
風
お
身
鼠
b
3
（
日
本
帝
国
刑

　
（
42
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
43
）

法
草
案
》
と
あ
り
、
後
年
刊
本
化
さ
れ
、
現
在
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
．
と
こ
ろ
で
、
元
老
院
に
右
仏
文
草
案
が
上
呈
さ
れ
た
期
日
に
至

る
二
箇
月
ほ
ど
前
（
即
ち
、
一
〇
年
六
月
中
）
に
は
、
刑
法
典
中
、
違
警
罪
を
除
く
三
篇
．
四
七
三
箇
条
の
「
第
二
稿
」
草
案
が
「
仮
二
脱
稿
」
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（
4
4
）

さ
れ
て
い
る
．
そ
し
て
、
右
元
老
院
上
呈
期
日
か
ら
三
箇
月
後
の
二
月
に
は
「
確
定
稿
」
草
案
（
「
日
本
刑
法
草
案
」
全
四
篇
・
四
七
八
箇
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
45
）

が
脱
稿
し
太
政
官
に
上
申
さ
れ
る
の
で
あ
る
．
し
た
が
っ
て
時
期
的
に
は
、
本
仏
文
草
案
は
か
か
る
「
第
二
稿
」
か
ら
「
確
定
稿
」
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
46
）

る
ま
で
の
過
渡
的
な
段
階
に
位
置
す
る
存
在
で
あ
り
、
そ
の
内
容
も
ま
た
、
両
稿
の
性
質
を
併
有
す
る
も
の
の
は
ず
で
あ
る
こ
と
は
予
想

　
　
　
　
　
　
（
47
）
（
4
8
）

の
つ
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
49
）

　
と
こ
ろ
で
、
従
来
か
ら
本
仏
文
草
案
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
起
草
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
．
既
述
し
た
通
り
、
編
纂
行
程
の
進

行
態
様
か
ら
推
察
す
れ
ば
、
少
な
く
と
も
仏
語
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
草
案
は
ー
そ
れ
が
邦
文
法
典
の
翻
訳
で
な
い
限
り
ー
何
ら
か
の

形
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
手
を
介
し
た
も
の
の
は
ず
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
起
草
者
意
思
探
求
と
の
関
連
か
ら
、
当
該
草
案
が
資

料
的
に
い
か
な
る
性
質
を
有
す
る
も
の
か
若
干
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
表
2
に
は
刊
本
仏
文
草
案
上
、
そ
の
性
質
か
ら
正
規

の
条
文
内
に
織
り
込
ま
れ
ず
、
各
種
表
記
を
付
さ
れ
た
上
で
収
載
さ
れ
た
、
「
草
案
委
員
ノ
少
数
」
に
よ
る
意
見
（
以
下
「
少
数
意
見
」
）
の

概
要
を
掲
げ
て
い
る
。

68

　
2
　
「
仏
文
草
案
原
案
」
の
想
定

　
表
2
に
整
理
し
た
「
少
数
意
見
」
の
内
そ
の
多
く
は
、
「
第
一
稿
」
成
稿
後
、
よ
り
厳
密
に
は
「
第
二
稿
」
審
議
過
程
中
に
決
定
さ
れ

た
加
除
修
正
に
異
議
を
唱
え
て
い
る
。
そ
の
経
緯
も
、
と
り
わ
け
ー
と
V
の
例
に
顕
著
で
あ
る
の
だ
が
、
も
と
よ
り
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
発

案
に
基
づ
く
立
法
案
を
め
ぐ
り
、
会
議
上
日
本
人
委
員
と
の
間
で
原
則
的
理
解
の
相
違
が
顕
在
化
し
、
議
事
進
行
そ
の
も
の
が
阻
害
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）
（
5
1
）

る
結
果
が
生
じ
、
草
案
上
そ
れ
ら
の
削
去
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
応
急
の
措
置
が
図
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
意
を
引
く
。
彼
に
よ
っ
て
初

め
て
日
本
人
側
に
提
起
さ
れ
た
「
第
一
案
（
第
二
案
）
」
（
あ
る
い
は
「
教
師
原
案
確
定
・
日
本
帝
国
刑
法
草
案
」
）
か
ら
、
「
第
一
稿
」
を
経
て

「
第
二
稿
」
、
そ
し
て
「
確
定
稿
」
に
至
る
ま
で
、
条
文
総
数
の
上
で
い
さ
さ
か
の
動
揺
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
前
述
の
「
合
議
定
案
」
方

式
に
基
づ
き
、
複
数
条
文
間
で
の
併
合
・
削
除
に
つ
い
て
の
合
意
が
取
り
付
け
ら
れ
た
も
の
は
か
な
り
の
数
に
上
る
に
違
い
な
い
。
し
か



る
に
上
に
見
た
手
続
き
で
、
「
少
数
意
見
」
と
し
て
改
め
て
「
立
案
者
」
た
る
自
ら
の
意
見
を
草
案
上
に
表
明
す
る
こ
と
は
、
少
な
く
と

も
そ
う
し
た
上
掲
諸
条
文
に
関
連
す
る
限
り
に
お
い
て
、
彼
自
身
が
司
法
省
で
の
「
合
議
定
案
」
結
果
に
か
な
り
の
不
満
を
抱
い
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
2
）

証
左
と
な
ろ
う
．
こ
う
し
た
仏
文
草
案
の
「
少
数
意
見
」
に
つ
い
て
彼
は
次
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
言
を
残
し
て
い
る
。

ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ヤ
　
ち
　
ヤ
　
ヘ
　
ヤ

「
司
法
省
編
纂
委
員
ノ
草
案
仏
文
印
行
ノ
際

旨
ヲ
附
記
セ
リ
」
（
傍
点
岩
谷
・
以
下
同
）

（
明
治
十
二
年
、
千
八
百
七
十
九
年
）
此
条
項
ノ
ニ
三
ヲ
挿
入
シ
『
委
員
少
数
ノ
発
議
二
係
ル
律
条
』
タ
ル

右
を
さ
ら
に
そ
の
仏
文
原
文
に
遡
り
試
訳
し
て
み
る
と
、

「
司
法
省
の
委
員
会
草
案
が
仏
文
で
印
刷
さ
れ
た
時
（
年
・
略
）
、
わ
れ
わ
れ
は
、
『
委
員
会
の
少
数
に
よ
り
提
示
さ
れ
た
条
文
』
と
い
う
註
記
と
併
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

て
、
そ
れ
ら
の
条
項
の
内
幾
つ
か
を
か
ろ
う
じ
て
付
け
加
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」

二つの仏文刑法草案とボアソナード

と
読
め
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
右
引
用
の
伝
え
る
微
妙
な
事
実
は
、
同
草
案
の
印
刷
時
、
即
ち
一
二
年
八
月
の
刊
本
化
の
時
に
な
っ
て
初

め
て
、
前
掲
表
2
の
如
く
の
様
々
な
註
記
表
示
の
仕
方
で
、
彼
は
自
ら
の
「
少
数
意
見
」
を
仏
文
草
案
上
に
記
す
こ
と
が
許
さ
れ
た
と
い

う
こ
と
で
あ
る
．
従
っ
て
こ
の
こ
と
を
素
直
に
解
す
れ
ば
、
本
節
冒
頭
で
一
言
し
た
一
〇
年
八
月
に
は
、
こ
う
し
た
「
少
数
意
見
」
を
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

例
え
、
全
条
文
総
数
に
占
め
る
そ
の
比
率
が
い
か
に
微
細
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
紙
面
上
に
は
載
せ
な
い
仏
文
草
案
ー
従
っ
て
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ち

限
り
で
必
ず
し
も
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
支
持
を
十
分
に
取
り
付
け
た
も
の
で
は
な
い
ー
が
、
「
司
法
省
編
纂
委
員
ノ
草
案
」
（
即
ち
、
公
式
草

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

案
）
と
し
て
元
老
院
に
上
呈
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
を
本
稿
で
は
「
上
呈
仏
文
草
案
原
案
」
（
あ
る
い
は
「
原
案
」
と
略
）
と
呼

称
す
る
こ
と
に
す
る
。
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（
二
）
　
内
閣
文
庫
所
蔵
の
手
稿
仏
文
刑
法
草
案
（
写
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

　
内
閣
文
庫
所
蔵
の
《
汐
ε
9
号
O
。
号
富
壼
》
と
題
す
る
仏
文
草
稿
も
ま
た
、
司
法
省
段
階
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
側
か
ら
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
×
5
6
）

た
編
纂
過
程
の
断
面
を
窺
う
に
適
当
な
資
料
で
あ
ろ
う
．
内
容
的
特
徴
を
摘
記
す
れ
ば
、
刊
本
の
仏
文
草
案
紙
面
上
に
採
録
さ
れ
る
「
少

数
意
見
」
は
、
若
干
の
例
外
を
除
き
、
収
採
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
前
記
の
如
く
、
二
一
年
八
月
の
刊
本
印
行
時
に
挿
入
さ
れ
た
「
少

数
意
見
」
を
そ
の
後
取
り
除
き
、
改
め
て
筆
写
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
る
に
、
一
見
し
て
認
め
ら
れ
る
「
草
案
」
と
の
類
縁
性
か

ら
、
両
者
の
関
係
を
軸
に
、
邦
文
草
案
た
る
「
第
二
稿
」
「
確
定
稿
」
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
私
は
、
「
第
二
稿
」
お
よ
び
「
確
定

稿
」
の
総
て
の
条
文
と
、
二
つ
の
仏
文
草
案
の
そ
れ
を
逐
条
的
に
比
較
対
照
し
、
そ
こ
に
五
〇
余
例
の
パ
タ
ー
ン
を
析
出
す
る
こ
と
を
得

た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
手
稿
草
案
の
示
す
編
纂
経
過
の
進
捗
度
は
、
「
原
案
」
の
そ
れ
を
基
本
と
し
つ
つ
も
「
原
案
」
に
比
し
、
「
確
定

稿
」
の
条
文
形
態
を
明
ら
か
に
指
向
し
て
い
る
の
で
あ
る
．
従
っ
て
、
同
本
の
成
稿
時
期
は
、
そ
の
上
限
を
少
な
く
と
も
「
原
案
」
以
降

（
一
〇
年
八
月
前
後
）
に
、
そ
の
下
限
を
「
確
定
稿
」
成
案
直
近
の
時
期
（
同
年
一
一
月
前
後
）
に
定
め
得
る
と
推
測
さ
れ
る
．

　
と
こ
ろ
で
、
編
纂
過
程
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
意
思
を
窺
う
手
掛
か
り
と
し
て
、
本
手
稿
草
案
は
い
か
な
る
意
義
を
持
ち
得
る
か
。

そ
れ
に
回
答
す
る
に
は
、
な
に
よ
り
も
本
草
稿
の
立
法
草
案
と
し
て
の
性
質
を
見
極
め
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
手
稿
草

案
に
記
載
さ
れ
る
「
少
数
意
見
」
に
気
を
つ
け
た
い
。
そ
の
数
は
、
前
表
2
に
掲
げ
た
ー
・
N
・
皿
・
皿
の
四
例
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
背
景
と
し
て
、
「
確
定
稿
」
を
目
指
し
内
容
的
に
は
一
段
と
完
成
度
を
高
め
つ
つ
も
、
同
時
に
改
正
の
意
思
表
明
た
る
「
少
数
意
見
」

が
す
ぐ
さ
ま
織
り
込
ま
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
が
推
察
さ
れ
る
．
換
言
す
れ
ば
、
手
稿
草
案
（
正
確
に
は
そ
の
原
本
）
を
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が

作
成
し
た
時
に
は
、
そ
う
し
た
反
論
を
草
案
上
挙
示
す
る
に
つ
い
て
の
「
自
由
」
を
彼
は
獲
得
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
．
つ
ま
り
こ
の
こ

と
は
、
編
纂
の
全
体
の
流
れ
が
、
邦
文
草
案
上
の
「
第
二
稿
」
↓
「
確
定
稿
」
へ
の
展
開
過
程
（
即
ち
、
校
正
作
業
”
「
日
本
文
」
化
）
に
あ

（
5
7
）り
、
そ
の
主
導
権
が
邦
人
委
員
の
手
中
に
握
ら
れ
て
い
た
と
き
、
彼
の
着
案
は
も
は
や
主
流
的
意
味
合
い
を
持
ち
得
な
か
っ
た
こ
と
を
物

語
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
私
は
、
結
果
と
し
て
一
つ
の
私
的
見
解
の
域
を
出
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
少
数
意
見
」
を
一
部
で
も
包
含
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す
る
こ
の
手
稿
草
案
は
、
そ
の
限
り
で
既
に
、
十
全
た
る
司
法
省
「
公
式
」
草
案
と
し
て
の
性
格
を
見
い
出
し
難
い
．
「
私
家
本
」
的
存
在

に
と
ど
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
考
し
て
い
る
。

　
本
稿
第
一
章
で
少
し
く
言
及
し
た
通
り
、
編
纂
作
業
に
並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
講
義
も
、
一
一
年
一
月
一
八
日
に
は
打
ち
切
ら
れ

る
．
こ
れ
は
編
纂
が
い
よ
い
よ
司
法
省
段
階
か
ら
太
政
官
刑
法
草
案
審
査
局
に
移
り
、
そ
れ
に
伴
い
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
対
し
註
釈
書
の
執

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
9
）

筆
と
そ
の
提
出
が
依
頼
さ
れ
た
ー
こ
れ
即
ち
、
編
纂
行
程
に
対
し
彼
の
影
響
力
が
殆
ど
行
使
し
得
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
で
、
彼
は
「
少
数
意
見
」
を
次
第
に
形
成
し
、
公
開
す
る
機
会
を
窺
っ
た
に
違
い
な
い
．

結
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以
上
、
旧
刑
法
の
司
法
省
に
お
け
る
編
纂
過
程
、
と
り
わ
け
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
参
画
後
に
行
わ
れ
た
草
案
趣
旨
の
講
義
や
、
二
つ
の
仏
文

草
案
に
つ
い
て
の
極
め
て
雑
駁
な
解
題
的
考
察
を
試
み
て
き
た
．
も
は
や
再
言
す
る
ま
で
も
な
く
、
旧
刑
法
は
邦
人
編
纂
委
員
と
ボ
ア
ソ

ナ
ー
ド
と
が
「
合
議
定
案
」
を
重
ね
た
末
に
成
稿
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
は
、
ま
さ
に
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
刑
法
草
案
」

と
い
う
ま
と
ま
っ
た
草
案
が
、
あ
る
歴
史
的
な
一
時
点
に
お
い
て
形
成
さ
れ
、
提
起
さ
れ
得
る
よ
う
な
存
在
な
ど
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

　
　
　
　
（
6
1
）

明
瞭
と
な
る
。
本
稿
で
も
極
め
て
流
動
的
に
進
め
ら
れ
る
編
纂
作
業
の
中
で
、
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
が
い
さ
さ
か
な
り
と
も
自
己
の
創
案
の
実

現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
講
義
や
「
少
数
意
見
」
を
介
し
．
繰
り
返
し
要
求
し
続
け
て
い
た
姿
を
窺
い
得
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
無
論
、
司
法
省
の
段
階
に
限
っ
て
も
、
彼
の
手
元
に
置
か
れ
た
仏
文
草
案
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し
て
手
続
き
の
上
で
尊
重
さ
れ
る
こ
と

は
さ
れ
．
確
か
に
邦
文
草
案
に
全
体
的
な
条
文
編
成
の
骨
格
を
、
起
案
か
ら
最
終
的
な
確
定
草
案
に
至
る
ま
で
結
果
的
に
一
貫
し
て
与
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
62
）

続
け
た
こ
と
は
続
稿
で
提
示
す
る
通
り
で
あ
る
。
同
時
代
の
外
国
人
学
者
に
よ
り
、
等
し
く
「
フ
ラ
ン
ス
的
」
な
る
評
価
が
与
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
63
）
（
6
4
）

の
は
、
こ
の
限
り
で
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
影
響
が
基
体
と
な
っ
た
こ
と
を
的
確
に
見
抜
い
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
彼
が
批
判
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的
創
見
を
徐
々
に
形
成
し
、
結
果
と
し
て
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
終
始
そ
の
多
く
を
抱
ぎ
続
け
、
彼
の
旧
刑
法
改
正
意
見
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

『
刑
法
草
案
註
釈
』
に
お
い
て
体
系
づ
け
て
い
る
こ
と
は
記
憶
さ
れ
て
よ
い
。
そ
し
て
そ
う
し
た
「
少
数
意
見
」
は
旧
刑
法
典
の
理
解
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
6
5
）

上
か
ら
は
二
義
的
な
も
の
と
は
い
え
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
学
の
ト
ー
タ
ル
な
把
握
に
は
け
っ
し
て
閑
却
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

　
法
典
編
纂
論
的
事
実
と
し
て
、
彼
は
ま
さ
に
一
人
の
起
草
・
編
纂
委
員
の
地
位
に
止
め
お
か
れ
た
「
主
宰
者
」
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

本
稿
冒
頭
に
掲
げ
た
旧
刑
法
解
釈
の
批
判
的
視
点
の
多
く
が
起
点
と
し
て
い
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
註
釈
書
は
、
も
は
や
編
纂
段
階
の
事
実

経
過
を
忠
実
に
辿
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
上
述
の
如
く
の
邦
人
委
員
と
の
合
議
結
果
を
所
与
の
条
件
と
し
て
、
規
範
論
的
に
再
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
67
）

成
さ
れ
た
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
個
人
の
体
系
論
が
自
己
展
開
す
る
場
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
．
即
ち
こ
こ
に
、
我
が
国
に
お
け
る
西
欧
刑
法
的

解
釈
の
出
発
点
が
置
か
れ
．
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
ら
が
そ
の
要
石
と
な
る
端
緒
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
正
文
は
「
強
盗
人
ヲ
傷
シ
タ
ル
者
ハ
無
期
徒
刑
二
処
シ
死
二
致
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
二
処
ス
」

　
（
2
）
　
正
文
は
「
重
罪
軽
罪
ヲ
犯
ス
ニ
便
利
ナ
ル
為
メ
又
ハ
已
二
犯
シ
テ
其
罪
ヲ
免
カ
ル
ル
為
メ
人
ヲ
故
殺
シ
タ
ル
者
ハ
死
刑
二
処
ス
」

　
（
3
）
　
無
論
．
当
該
事
例
の
論
点
は
こ
れ
に
止
ま
る
訳
で
は
な
い
。
し
か
し
．
本
記
事
が
別
の
既
発
表
論
文
に
対
し
駁
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
り
．

　
　
も
と
よ
り
三
八
○
条
の
適
用
不
可
を
念
頭
に
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
付
記
し
て
お
き
た
い
。
前
掲
『
法
律
雑
誌
』
．
八
頁
。

　
（
4
）
　
こ
こ
で
い
う
「
仏
文
草
案
」
と
は
後
述
す
る
「
刊
本
仏
文
草
案
」
で
あ
り
、
論
者
は
そ
れ
を
直
訳
し
て
引
照
し
て
い
る
。
ま
た
「
邦
文
草
案
」

　
　
と
し
て
引
用
し
て
い
る
の
は
、
こ
れ
も
後
述
す
る
司
法
省
段
階
の
「
確
定
稿
」
草
案
（
「
日
本
刑
法
草
案
」
全
四
七
八
条
）
で
あ
る
．

　
（
5
）
　
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
．
こ
う
し
た
傾
向
が
実
務
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
か
つ
て
拙
稿
「
『
擬
律
ノ
錯
誤
』
に
関
す
る
一
試
論
ー
明
治
一

　
　
五
年
刑
法
施
行
直
後
に
『
正
条
ナ
シ
』
と
さ
れ
た
無
銭
飲
食
・
宿
泊
事
例
ー
」
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』
二
九
号
（
平
成
元

　
　
年
）
で
も
紹
介
し
た
通
り
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
例
え
ぽ
宮
城
前
掲
書
中
、
随
所
で
「
仏
文
草
案
」
や
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
「
再
閲
修
正
案
」
が
引
か
れ
、
直
接
の
彼
へ
の
質
問
も
試
み
ら
れ
る
。

　
（
7
）
　
古
賀
廉
三
『
改
版
　
刑
法
新
論
』
（
明
治
三
六
年
・
初
版
同
一
三
年
）
、
五
頁
。

　
（
8
）
　
宮
城
浩
蔵
「
現
行
刑
法
改
正
論
」
（
明
治
二
四
年
）
、
『
明
治
大
学
百
年
史
』
（
第
一
巻
・
史
料
篇
1
・
昭
和
六
一
年
）
、
三
二
〇
頁
所
収
．
彼
は
、

　
　
明
治
二
三
年
五
月
一
四
日
よ
り
刑
法
起
草
委
員
を
召
命
し
て
い
る
．
そ
の
結
果
同
年
二
一
月
に
完
成
し
た
の
が
、
い
わ
ゆ
る
「
明
治
二
三
年
改
正
刑

　
　
法
草
案
」
で
あ
る
。
尚
、
「
旧
刑
法
」
改
正
作
業
／
明
治
四
〇
年
公
布
・
四
一
年
施
行
の
「
現
行
刑
法
も
編
纂
作
業
の
沿
革
史
的
概
観
は
、
杉
山
晴
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康
・
吉
井
蒼
生
夫
編
『
刑
法
改
正
審
査
委
員
会
決
議
録
・
刑
法
草
案
（
明
治
二
十
八
年
・
同
三
十
年
）
』
〔
早
稲
田
大
学
比
較
法
研
究
所
叢
書
第
一

　
八
号
〕
（
平
成
元
年
）
、
二
七
一
頁
以
下
に
得
ら
れ
る
．

（
9
）
　
そ
の
各
局
面
に
つ
い
て
は
、
本
稿
後
註
1
1
所
掲
の
各
論
考
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
1
0
）
　
以
下
、
拙
稿
「
旧
刑
法
編
纂
過
程
－
司
法
省
段
階
1
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ァ
ド
主
宰
の
端
緒
」
『
慶
鷹
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
論
文
集
』

　
二
六
号
（
昭
和
六
三
年
）
に
て
展
開
さ
れ
る
．
以
下
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
「
前
稿
」
と
も
略
称
す
る
．

（
U
）
　
本
稿
で
用
い
る
編
纂
途
次
の
各
草
案
は
、
特
に
こ
と
わ
り
の
な
い
限
り
早
稲
田
大
学
鶴
田
文
書
研
究
会
編
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
N

　
（
昭
和
五
二
年
覆
刻
）
巻
末
に
収
め
ら
れ
た
も
の
に
依
拠
す
る
（
尚
、
本
稿
に
お
け
る
同
資
料
引
用
の
際
に
用
い
る
略
記
法
は
、
前
稿
一
〇
二
頁
註

　
B
を
参
照
さ
れ
た
い
）
．
ま
た
、
基
本
的
な
編
纂
の
手
続
的
側
面
－
日
付
・
担
当
機
関
な
ど
ー
は
、
右
『
会
議
筆
記
』
1
収
載
「
解
題
」
、
新
井
勉

　
「
旧
刑
法
の
編
纂
」
e
⇔
『
法
学
論
叢
』
九
八
巻
一
号
、
四
号
（
昭
和
五
〇
、
五
一
年
）
、
浅
古
弘
「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」
『
早
稲
田
法
学
』
五

七
巻
三
号
（
昭
和
五
七
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
1
2
）
　
結
局
、
日
本
人
自
ら
が
定
立
し
た
こ
の
目
標
は
、
日
本
人
委
員
の
み
の
手
で
は
具
現
さ
れ
得
な
い
。

（
1
3
）
　
前
稿
九
八
頁
の
表
3
参
照
。

（
14
）
　
前
稿
で
は
、
穂
積
陳
重
の
分
類
に
従
い
、
こ
れ
を
「
分
担
起
草
合
議
定
案
」
↓
「
単
独
起
草
（
立
案
）
合
議
定
案
」
様
式
へ
の
転
換
と
と
ら
え

　
た
。
尚
、
新
採
用
に
か
か
る
後
者
の
方
法
は
、
「
法
典
ノ
主
義
貫
通
シ
起
草
ノ
順
序
手
続
等
ニ
シ
テ
其
宜
シ
キ
ヲ
得
」
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

　
る
．
福
島
正
夫
編
『
明
治
民
法
の
制
定
と
穂
積
文
書
』
（
昭
和
一
三
年
）
．
一
一
七
頁
．

（
1
5
）
　
こ
れ
を
「
結
果
」
か
ら
略
記
す
れ
ば
、
ま
ず
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
刑
法
上
の
検
討
条
文
の
趣
旨
紹
介
・
合
議
に
よ
る
検
討
i
『
第

　
一
案
』
『
第
二
案
』
等
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
起
案
ー
邦
人
委
員
と
の
合
議
1
『
第
一
稿
』
完
成
（
九
年
一
二
月
二
八
日
上
呈
）
ー
合
議
ー
ボ
ア

　
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
校
正
作
業
『
校
正
案
』
作
成
i
『
第
二
稿
』
作
成
（
一
〇
年
六
月
）
1
合
議
ー
『
確
定
稿
』
脱
稿
・
上
呈
（
同
年
一
一
月
）
と
い

う
流
れ
で
あ
る
．

（
1
6
）
　
こ
こ
で
は
、
こ
う
L
た
お
雇
い
外
国
人
に
よ
る
明
治
期
に
お
け
る
周
知
の
立
法
態
様
が
、
日
本
人
に
よ
り
経
験
的
に
獲
得
さ
れ
て
い
っ
た
も
の

　
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
ぎ
た
い
。

（
1
7
）
本
稿
で
は
、
旧
刑
法
第
一
編
「
第
一
稿
」
が
九
年
六
月
三
〇
目
に
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
直
後
か
ら
、
翌
年
二
月
二
八
日
に
全
四
編
「
確
定

稿
」
が
同
官
に
上
呈
さ
れ
る
ま
で
の
司
法
省
段
階
を
主
た
る
検
討
対
象
期
間
と
し
て
定
め
て
い
る
．
同
段
階
は
、
旧
刑
法
編
纂
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の

関
連
を
緊
密
な
位
相
の
下
に
描
き
出
す
と
い
う
本
稿
の
目
的
に
適
し
た
種
々
の
素
材
を
提
供
す
る
と
思
わ
れ
、
後
に
解
題
を
試
み
る
二
つ
の
仏
文
草

　案も

ま
た
、
そ
う
し
た
過
程
か
ら
産
み
落
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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（
18
）
　
高
松
宮
蔵
版
『
熾
仁
親
王
行
実
』
（
巻
上
・
昭
和
四
年
）
、
二
八
九
頁
．

（
1
9
）
　
後
掲
表
1
を
参
照
の
こ
と
。
尚
、
本
文
で
す
ぐ
後
に
述
べ
る
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
七
月
四
日
は
火
曜
日
で
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

（
2
0
）
　
本
文
後
掲
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
、
一
頁
．

（
2
1
）
　
大
久
保
泰
甫
氏
の
紹
介
に
か
か
る
、
外
務
省
外
交
史
料
館
所
蔵
の
ボ
ア
ソ
ナ
！
ド
の
履
歴
書
に
は
、
こ
の
「
私
邸
」
で
の
講
義
が
一
八
七
七

　
（
明
治
一
〇
）
年
に
行
わ
れ
た
旨
記
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
彼
の
記
憶
違
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。
大
久
保
泰
甫
「
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
に
か
ん
す
る
若
干
の

新
資
料
ー
フ
ラ
ソ
ス
に
お
け
る
調
査
の
報
告
を
中
心
に
し
て
ー
」
『
東
西
法
文
化
の
比
較
と
交
流
』
（
野
田
良
之
先
生
古
稀
記
念
・
昭
和
五
八
年
）
、

　
二
〇
二
頁
。

（
2
2
）
　
前
掲
『
熾
仁
親
王
行
実
』
（
巻
上
）
、
二
八
九
頁
。
『
元
老
院
日
誌
』
（
明
治
九
年
一
〇
月
）
、
五
日
の
条
に
「
条
約
書
」
写
し
が
あ
る
．

（
2
3
）
　
九
年
一
〇
月
一
〇
日
に
定
ま
っ
た
「
刑
法
講
義
質
問
手
続
」
（
『
元
老
院
日
誌
』
、
同
日
の
条
参
照
）
に
は
、
講
義
は
毎
月
水
曜
日
正
午
か
ら
二

時
ま
で
開
か
れ
（
翌
年
一
月
一
五
日
に
改
め
ら
れ
る
）
．
質
問
は
議
長
（
恐
ら
く
有
栖
川
宮
で
あ
ろ
う
）
の
選
任
に
か
か
る
委
員
の
み
が
許
さ
れ
、

他
に
質
問
を
希
望
す
る
者
は
予
め
そ
の
委
員
に
申
L
出
、
委
員
の
判
断
に
よ
り
委
員
を
介
し
て
す
る
こ
と
が
出
来
た
．

（
蟄
）
　
い
わ
ゆ
る
彼
の
「
刑
法
改
正
局
設
置
構
想
」
に
つ
い
て
は
、
浅
古
前
掲
「
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」
、
三
八
三
頁
、
拙
稿
前
掲
「
旧
刑
法
編
纂

過
程
－
司
法
省
段
階
1
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ァ
ド
主
宰
の
端
緒
」
、
八
九
頁
．

（
2
5
）
　
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
（
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
講
義
／
栗
本
貞
次
郎
・
山
崎
直
胤
・
河
津
祐
之
口
訳
、
明
治
一
六
年
）
に
は
講
義
回
数
が
記
載
さ
れ

　
る
も
の
の
、
講
義
目
付
は
略
さ
れ
て
い
る
。

（
2
6
）
　
新
井
前
掲
「
旧
刑
法
の
編
纂
」
e
、
六
三
頁
、
六
五
頁
註
n
、
『
会
議
筆
記
』
H
六
九
七
ー
D
～
六
九
八
l
A
．
第
一
稿
の
条
文
番
号
で
は
、

第
一
二
九
条
近
辺
で
あ
る
。

（
27
）
　
当
該
講
義
中
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、
「
予
此
刑
法
案
ヲ
第
百
七
十
五
条
迄
稿
シ
畢
リ
テ
之
レ
ヲ
司
法
省
二
呈
シ
タ
リ
」
と
も
述
べ
る
。
即
ち
、

第
一
稿
の
仏
文
草
案
が
通
し
番
号
上
一
七
五
箇
条
を
数
え
る
段
階
に
達
し
て
い
た
と
解
し
て
よ
か
ろ
う
。
尤
も
会
議
全
体
の
進
行
は
、
同
年
一
二
月

　
一
九
日
の
時
点
で
、
第
一
稿
上
第
一
五
〇
条
以
下
と
な
る
「
黒
奴
売
買
ノ
罪
」
に
さ
し
か
か
っ
た
と
み
え
（
『
会
議
筆
記
』
H
七
四
八
ー
B
欄
外
註
）
、

同
月
二
八
目
上
呈
が
「
厳
命
」
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
第
二
編
の
残
り
約
二
〇
〇
箇
条
を
僅
か
一
〇
日
前
後
で
仕
上
げ
た
計
算
に
な
る
．
尚
、
同

　
二
編
末
二
章
分
（
第
一
稿
上
で
は
三
七
箇
条
分
に
相
当
）
は
、
一
二
月
二
六
日
、
七
目
の
編
纂
で
、
京
都
大
学
所
蔵
『
司
法
省
筆
記
』
一
二
冊
頭
註

　
に
は
、
「
其
未
タ
論
議
ヲ
尽
サ
ス
勿
卒
二
失
ス
ル
処
ア
ル
ニ
似
タ
リ
」
と
あ
る
（
新
井
前
掲
「
旧
刑
法
の
編
纂
」
O
、
六
五
頁
註
1
2
）
。
尚
、
本
稿
前

掲
表
1
も
参
照
さ
れ
た
い
．

（
2
8
）
　
尤
も
、
条
文
の
趣
意
・
編
成
は
、
第
一
稿
の
そ
れ
に
既
に
極
め
て
類
似
し
た
形
態
を
示
す
。
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（
2
9
）
第
一
稿
（
全
五
二
四
箇
条
）
の
条
文
番
号
の
上
で
は
、
第
四
七
七
条
ま
で
で
あ
る
．

（
3
0
）
　
前
掲
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
、
六
〇
九
頁
．

（
3
1
）
　
「
頃
日
司
法
省
二
於
テ
此
刑
法
ヲ
訂
ス
ル
ニ
第
三
篇
第
三
条
－
予
ト
委
員
ト
ノ
間
二
異
説
ヲ
生
セ
リ
」
と
は
、
第
三
八
回
講
義
時
の
彼
の
言
葉

　
で
あ
る
．
ま
さ
に
編
纂
に
お
け
る
校
正
作
業
の
結
果
、
条
文
構
成
が
後
に
大
い
に
変
更
さ
れ
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
と
り
あ
え
ず
そ
の
時
点
ま
で
で

固
ま
っ
た
草
案
（
n
邦
人
委
員
と
の
間
で
合
意
が
形
成
さ
れ
た
も
の
）
を
講
義
用
テ
ク
ス
ト
と
し
て
用
い
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
．

（
32
）
　
つ
ま
り
は
、
第
二
稿
は
第
一
・
第
二
・
第
三
編
の
順
で
編
纂
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
．

（
3
3
）
　
『
会
議
筆
記
』
n
巻
末
に
収
め
ら
れ
る
「
第
二
稿
」
に
は
、
第
一
五
七
か
ら
一
六
五
条
が
同
二
罪
の
該
当
部
分
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
部
分
は
そ

　
っ
く
り
削
除
さ
れ
、
そ
の
前
後
の
条
文
の
番
号
が
整
合
し
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
最
終
的
な
削
除
の
決
定
が
七
月
末
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
六

月
中
に
脱
稿
し
た
第
二
稿
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
作
業
の
応
急
性
が
暗
示
さ
れ
る
．

（
誕
）
　
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
、
六
七
五
頁
．

（
3
5
）
右
引
用
箇
所
に
続
き
、
「
是
レ
実
二
廃
ス
ル
ニ
ア
ラ
ス
単
行
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
」
と
の
発
言
は
、
彼
が
自
か
ら
の
着
案
に
執
着
す
る
態
度
を

示
す
。
政
府
草
案
に
対
す
る
立
法
官
と
し
て
の
元
老
院
に
よ
る
修
正
提
案
の
可
能
性
に
期
待
し
て
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
同
条
の
趣
意
を
力
説
す
る
．

（
3
6
）
　
『
元
老
院
日
誌
』
（
明
治
一
〇
年
七
月
）
、
四
目
の
条
、
「
毎
週
木
曜
日
会
集
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
講
義
ハ
方
今
議
官
人
少
且
炎
暑
烈
シ
キ
ヲ
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
マ
マ
レ

　
テ
姑
ク
休
会
」
、
『
同
日
誌
』
（
同
年
九
月
）
、
二
〇
日
の
条
、
「
木
曜
日
会
集
ポ
ア
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
講
議
ハ
自
今
毎
日
曜
日
ト
改
ム
」
と
あ
る
．
尚
、

　
因
に
同
日
付
直
後
の
日
曜
は
九
月
二
三
目
で
あ
り
．
同
四
五
回
講
義
は
同
日
に
開
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
．

（
37
）
　
右
註
と
も
関
連
す
る
が
、
第
四
二
回
講
義
冒
頭
に
て
、
「
第
一
章
ノ
首
条
二
就
キ
司
法
省
ト
余
ト
ノ
間
二
立
息
見
ヲ
異
ニ
シ
タ
リ
キ
其
異
議
ア
ル

　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

所
ハ
休
暇
ノ
間
司
法
省
ニ
テ
改
正
ア
リ
ト
聞
キ
之
レ
ヲ
怪
メ
リ
其
一
唯
一
条
重
大
ナ
ル
者
ア
リ
テ
之
レ
ヲ
厳
二
司
法
省
二
詰
談
セ
リ
講
フ
之
レ
ヲ
各

位
二
略
陳
セ
ン
（
以
下
略
）
」
（
傍
点
岩
谷
）
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
述
べ
る
。
本
文
に
て
若
干
言
及
し
た
よ
う
に
、
林
有
造
ら
の
事
件
が
第
四
〇
回
講

　
義
に
て
引
例
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
第
四
二
回
講
義
に
お
け
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
発
言
は
、
講
義
休
暇
前
で
あ
る
と
仮
定
し
て
よ
か
ろ
う
．

（
38
）
　
前
々
註
の
所
見
を
前
提
に
す
れ
ば
、
同
四
七
回
講
義
時
は
、
一
〇
月
に
か
か
っ
て
い
た
と
み
て
よ
い
．
翌
月
上
呈
予
定
の
確
定
稿
条
文
が
、
第

　
二
編
あ
た
り
ま
で
漸
次
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
．
確
定
稿
条
文
番
号
の
上
で
は
、
第
一
五
八
条
か
ら
第
一
七
七
条
ま
で
が
該
当
す
る
。

（
3
9
）
　
例
え
ぽ
、
任
意
に
気
の
つ
い
た
も
の
に
限
っ
て
も
、
第
五
条
二
項
「
犯
人
日
本
へ
帰
り
来
リ
シ
時
」
の
訳
文
↓
「
故
意
（
ぎ
一
。
暮
巴
お
馨
暮
）
二

　
本
国
二
在
ル
」
と
い
う
意
味
に
限
定
す
る
（
第
三
回
講
義
、
以
下
数
字
の
み
）
、
笙
三
条
で
は
「
原
文
（
仏
文
）
ニ
ハ
他
人
ト
隔
絶
ス
ル
コ
ト
無

　
ク
」
の
字
が
あ
る
こ
と
の
指
摘
（
六
）
、
第
三
二
条
九
項
は
「
国
字
刑
法
案
此
項
ヲ
欠
」
い
て
お
り
、
「
司
法
省
二
於
テ
大
二
議
論
」
し
た
が
、
再
案

　
と
L
て
「
政
事
二
関
ス
ル
新
聞
紙
ノ
社
長
タ
ル
権
」
な
る
原
文
（
仏
文
）
が
提
示
さ
れ
た
（
七
）
、
第
五
五
条
に
．
「
仏
文
『
別
二
宣
告
ヲ
用
ヒ
ス
』
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ノ
語
ア
リ
宜
シ
ク
挿
入
ス
ヘ
シ
」
（
八
）
、
第
八
九
条
の
「
国
文
日
本
刑
法
草
案
第
二
項
ノ
下
二
注
文
ア
リ
仏
文
ノ
載
セ
サ
ル
処
…
宜
シ
ク
削
ル
ヘ

　
シ
」
（
一
六
）
、
第
九
九
条
の
「
訳
文
中
此
一
項
ヲ
脱
ス
須
カ
ラ
ク
挿
入
ス
可
シ
」
（
一
七
）
、
第
一
〇
七
条
の
「
国
文
刑
法
案
此
知
ラ
ザ
ル
者
許
ス
ノ

　
項
ヲ
脱
ス
仏
文
刑
法
案
ニ
ハ
第
百
七
条
ノ
四
項
二
之
レ
ア
リ
」
（
一
九
）
〔
以
上
第
一
編
〕
と
見
え
、
更
に
、
8
唇
＼
三
①
器
霞
。
の
対
応
語
と
し
て
の

　
「
殴
傷
」
に
、
毒
物
に
よ
る
「
身
体
殿
損
ノ
字
ヲ
加
ヘ
テ
初
メ
テ
完
全
ナ
ル
ヲ
得
」
（
二
二
）
と
の
意
見
も
表
す
．

　
　
な
お
、
近
時
、
我
が
国
の
近
代
刑
法
導
入
に
際
し
て
、
外
国
法
的
思
惟
を
自
国
語
に
翻
訳
し
理
解
す
る
た
め
に
、
明
治
初
年
刑
法
に
示
さ
れ
る

　
『
旧
律
令
系
」
学
問
が
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
す
る
、
国
語
学
的
知
見
が
表
さ
れ
て
い
る
．
藁
科
勝
之
「
明
治
前
期
刑
法
用
語
の
成
立
と
そ
の
背

　
景
ー
総
則
部
分
の
語
彙
を
中
心
と
し
て
ー
』
『
文
経
論
叢
・
人
文
科
学
篇
』
W
〔
弘
前
大
学
人
文
学
部
〕
（
昭
和
六
二
年
）
、
一
頁
以
下
。
ま
た
、
松

　
井
利
彦
「
明
治
初
期
の
法
令
用
語
と
造
語
法
」
『
広
島
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
一
九
号
（
昭
和
五
九
年
）
、
二
七
頁
以
下
。

（
4
0
）
第
一
七
条
に
つ
き
、
衆
人
監
視
の
下
で
の
尊
属
殺
行
為
者
死
刑
執
行
が
司
法
省
で
討
議
さ
れ
た
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
は
「
固
ヨ
リ
不
服
ナ
リ
」

　
と
の
反
意
を
示
し
（
五
）
、
「
司
法
省
二
於
テ
種
々
議
論
」
を
重
ね
吸
収
主
義
を
採
用
し
た
第
一
〇
一
条
以
下
の
数
罪
倶
発
に
つ
き
、
制
限
併
科
方
式

　
を
主
張
し
て
譲
ら
な
い
彼
は
、
「
司
法
省
ノ
旨
二
雷
同
ス
ル
能
ハ
ど
こ
と
強
調
し
そ
の
非
に
つ
ぎ
縷
説
を
加
え
る
が
、
そ
の
勢
い
が
過
度
に
失
し
、

　
「
司
法
省
ノ
旨
ト
私
考
ト
混
濡
シ
テ
此
刑
法
案
ノ
条
ヲ
誤
説
」
す
る
結
果
と
な
る
（
一
九
）
．
さ
ら
に
尊
属
殺
の
未
遂
減
軽
を
否
と
す
る
司
法
省
と

　
「
諸
説
紛
々
」
が
生
じ
自
己
の
意
見
を
開
陳
す
る
（
二
〇
）
。
ま
た
、
第
一
三
〇
、
一
四
一
条
も
「
司
法
省
委
員
ト
予
ト
ノ
間
二
説
ノ
抵
悟
ヲ
生
」
じ
、

　
　
　
　
　
　
ハ
マ
マ
ロ

　
「
司
法
省
ト
大
井
二
論
シ
タ
リ
」
、
「
司
法
省
モ
六
回
迄
ハ
同
意
ナ
リ
シ
カ
七
回
ニ
テ
廃
ス
ル
ノ
説
」
に
与
し
た
旨
詳
説
す
る
（
四
〇
・
四
二
）
。

（
狙
）
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
と
っ
て
、
元
老
院
議
員
の
面
前
は
、
絶
好
の
自
己
主
張
の
場
で
あ
り
得
た
と
同
時
に
、
本
来
立
法
官
た
る
彼
ら
の
言
質
を
獲

得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
編
纂
成
果
を
自
己
有
利
に
展
開
し
て
ゆ
く
希
望
を
も
与
え
ら
れ
る
場
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ぽ
、
自
招
・
過
剰
防
衛
規

定
の
位
置
に
つ
き
，
司
法
省
案
に
対
し
改
正
案
を
「
余
ヨ
リ
申
告
ス
可
キ
」
で
あ
る
が
、
「
議
官
諸
君
ノ
意
如
何
ナ
ル
ヤ
若
シ
此
改
正
ヲ
以
テ
可
ナ

　
リ
ト
セ
ハ
予
ハ
将
二
其
旨
ヲ
具
ヘ
テ
司
法
省
二
陳
セ
ン
是
レ
諸
君
ノ
名
我
言
ヲ
重
カ
ラ
シ
ム
レ
ハ
ナ
リ
」
（
二
五
）
と
述
べ
、
更
に
、
前
註
で
も
引

例
し
た
最
後
者
の
「
皇
室
二
対
ス
ル
罪
」
へ
の
彼
の
反
対
意
見
も
、
元
老
院
議
官
「
各
位
二
略
陳
」
し
た
後
、
「
司
法
省
ノ
意
二
協
同
セ
ザ
レ
ハ
司

法
省
ヲ
シ
テ
之
レ
ヲ
廃
案
セ
シ
メ
ン
」
と
の
決
意
を
示
す
．
ま
た
、
編
纂
会
議
で
は
否
認
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
（
皿
一
六
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ち
　
　
ヤ
　
　
ヤ

O
－
C
－
D
）
、
「
予
ハ
旧
ヲ
存
シ
テ
（
無
論
、
否
決
さ
れ
た
自
己
提
出
案
ー
岩
谷
註
）
他
目
議
官
諸
君
ノ
裁
定
ヲ
挨
ン
ト
ス
」
（
三
八
）
と
彼
の
編

纂
会
議
決
定
に
対
す
る
強
い
反
意
を
あ
ら
わ
に
す
る
．

（
4
2
）
　
か
か
る
訳
題
は
私
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
続
け
て
、
〈
實
ひ
。
a
撃
審
き
ω
3
彗
冨
り
一
①
竃
巨
9
お
号
宣
旨
駐
。
ρ
一
①
o
。
目
。
一
ψ
号
蜀
8
。

導
幕
Φ
号
寓
①
鞍
（
》
。
9
一
〇
。
ミ
》
と
あ
る
。

（
4
3
）
　
そ
の
発
行
所
お
よ
び
発
刊
年
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
．
含
。
ざ
9
H
竃
℃
田
冒
国
閃
目
国
○
沢
q
ω
q
2
ω
国
｝
o。
。
ヨ
。
星
　
旨
。

76
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脚
g
ひ
①
α
①
竃
①
ご
一
（
》
。
き
一
。。
お
》

（
岨
）
『
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
』
の
実
際
の
筆
記
者
に
し
て
編
集
老
で
も
あ
る
岡
崎
撫
松
の
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
「
十
年
一
月
ヨ
リ
六
月
迄
第
一
稿

　
二
付
校
正
ス
ル
所
ノ
者
ヲ
…
同
年
六
月
（
校
正
）
一
頓
ス
ル
所
ノ
稿
」
を
指
し
て
い
る
。
最
初
よ
り
，
上
呈
を
目
指
し
た
草
案
で
は
な
か
っ
た
こ
と

　
に
注
意
し
た
い
．
尚
、
前
註
1
5
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
5
）
　
明
治
＝
二
年
三
月
一
五
日
に
元
老
院
で
行
わ
れ
た
刑
法
草
案
（
「
刑
法
審
査
修
正
案
」
）
審
査
第
一
読
会
席
上
、
村
田
保
の
刑
法
編
纂
の
沿
革
説

明
の
折
．
「
十
年
十
一
月
三
十
目
二
至
リ
梢
ク
全
部
成
功
セ
シ
旨
ヲ
上
申
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
明
治
法
制
経
済
史
研
究
所
編
『
元
老
院
会
議
筆

記
』
前
期
第
八
巻
）
。
通
常
は
こ
の
確
定
稿
上
呈
を
以
て
、
司
法
省
段
階
に
お
け
る
編
纂
は
終
業
し
た
も
の
と
解
さ
れ
て
お
り
、
次
註
に
挙
げ
る
ボ

　
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
書
き
残
し
た
認
識
と
．
か
な
り
の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
．
新
井
前
掲
「
旧
刑
法
の
編
纂
」
e
、
九
八
頁
註
2
2
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
ヤ

（
4
6
）
　
尤
も
こ
こ
で
留
意
す
る
べ
き
は
、
「
編
纂
ノ
事
業
ハ
千
八
百
七
十
五
年
九
月
二
起
リ
テ
千
八
百
七
十
七
年
七
月
二
終
リ
稿
成
テ
政
府
へ
上
呈
シ

　
タ
リ
シ
ニ
…
」
（
傍
点
岩
谷
）
と
す
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
認
識
で
あ
る
．
こ
の
「
政
府
」
の
語
が
示
す
と
こ
ろ
の
も
の
は
必
ず
し
も
分
明
で
な
い
と

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

　
し
て
も
、
そ
こ
に
上
呈
さ
れ
る
以
前
の
司
法
省
段
階
に
お
け
る
編
纂
が
、
と
も
か
く
も
七
月
に
終
業
し
た
と
い
う
箇
所
に
注
目
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
こ
の
時
期
は
丁
度
八
月
に
当
該
仏
文
草
案
が
元
老
院
に
上
呈
さ
れ
る
時
期
と
も
接
続
し
て
い
る
．
司
法
省
『
ボ
ワ
ソ
ナ
ー
ド
氏
刑
法
草
案
註
釈
』
（
上

巻
・
明
治
一
九
年
刊
）
・
緒
論
、
七
頁
。
ω
。
奮
8
＆
Φ
（
O
、
中
）
ミ
＆
。
い
＆
G
慧
詩
9
§
冨
蓉
N
遠
ミ
軸
．
的
馨
冨
馨
＆
～
§
暴
円
。
尊
p
一
〇。
。。
9

や
9
ぎ
富
（
げ
）
●
以
下
、
令
3
誉
み
三
界
V
と
略
。

（
4
7
）
　
紙
幅
の
制
約
上
、
編
纂
過
程
に
於
け
る
当
該
草
案
の
資
料
的
位
置
付
け
を
証
示
す
る
具
体
例
は
．
次
節
に
て
触
れ
る
「
手
稿
仏
文
草
案
」
の
解

題
と
共
に
続
稿
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

（
4
8
）
　
新
井
前
掲
「
旧
刑
法
の
編
纂
」
e
、
六
六
頁
註
2
5
で
は
（
同
論
文
、
六
九
頁
註
1
も
同
旨
か
）
、
確
定
稿
と
本
仏
文
草
案
は
同
一
な
る
も
の
と

　
し
て
説
明
さ
れ
る
が
、
わ
た
く
し
は
む
し
ろ
浅
古
前
掲
論
文
、
三
八
六
頁
註
1
0
に
も
指
摘
さ
れ
る
と
お
り
、
両
草
案
は
本
来
異
な
る
段
階
に
位
置
す

　
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
考
え
て
い
る
。

（
4
9
）
　
法
務
図
書
館
『
法
務
図
書
館
所
蔵
・
貴
重
書
目
録
（
和
書
）
』
、
五
二
頁
。
ま
た
本
草
案
は
．
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
提
出
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る

　
の
が
、
浅
古
前
掲
論
文
、
三
八
六
頁
註
1
0
．

（
5
0
）
　
実
際
例
え
ば
、
数
罪
倶
発
（
法
条
競
合
）
の
編
纂
で
は
、
二
刑
の
内
そ
の
重
き
に
従
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
い
わ
ゆ
る
吸
収
主
義
を
主
張
す
る

　
日
本
人
編
纂
委
員
側
と
、
そ
れ
を
制
限
的
な
が
ら
併
科
す
る
主
義
を
唱
え
る
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
が
真
っ
向
か
ら
衝
突
し
双
方
と
も
譲
ら
な
く
な
っ
た

　
為
、
太
政
官
上
呈
時
に
は
二
案
と
も
併
記
す
る
こ
と
で
会
議
の
進
行
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る
（
『
会
議
筆
記
』
1
三
七
三
ー
C
）
．
も
し
こ
う
し

　
た
手
続
き
が
実
際
に
踏
ま
え
ら
れ
、
そ
の
上
で
不
採
用
で
決
定
し
て
い
た
と
し
た
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
印
行
時
に
「
少
数
意
見
」
と
銘
う
ち
改
め
て
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そ
の
異
論
の
存
在
を
明
る
み
に
出
す
よ
う
な
行
為
に
出
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
．
私
は
、
日
本
人
委
員
側
と
の
協
議
が
前
提
と
は
い
え
、
時
間
的
な
事

　
情
も
重
な
り
、
日
本
人
側
か
ら
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
と
の
合
意
形
成
に
つ
い
て
の
消
極
的
な
姿
勢
が
こ
こ
に
感
知
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
5
1
）
　
例
え
ば
「
海
賊
ノ
罪
」
及
び
「
黒
奴
売
買
ノ
罪
」
双
方
と
も
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
提
案
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
第
一
稿
ま
で
審
議
は
一
応
進

　
め
ら
れ
る
。
し
か
し
前
者
に
つ
き
「
賊
盗
律
」
、
後
者
に
つ
い
て
は
．
そ
の
条
文
設
置
の
実
益
に
深
い
疑
問
を
差
し
挟
み
な
が
ら
も
、
も
と
よ
り
「
署

　
売
律
」
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
入
れ
て
論
ず
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
両
案
の
削
除
を
強
く
主
張
す
る
日
本
人
委
員
と
の
間
で
確
執
が
生
ず

　
る
．
結
局
、
両
罪
と
も
こ
れ
を
存
置
す
る
か
削
除
す
る
か
に
つ
い
て
の
一
致
し
た
見
解
が
得
ら
れ
ぬ
ま
ま
、
明
治
一
〇
年
七
月
二
一
日
－
即
ち
当
該

　
仏
文
草
案
の
元
老
院
上
呈
直
前
1
に
刑
法
編
纂
会
議
通
訳
者
名
村
泰
蔵
（
当
時
、
元
老
院
少
書
記
官
）
が
、
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
居
宅
に
赴
き
削
除
の

　
意
向
を
伝
え
る
と
い
う
、
慌
た
だ
し
く
か
つ
一
方
的
な
形
で
本
編
の
草
案
へ
の
不
登
載
が
決
定
し
た
経
緯
が
あ
る
（
『
会
議
筆
記
』
n
七
七
五
ー
D
）
。

（
52
）
　
前
掲
『
刑
法
草
案
註
釈
』
（
上
巻
）
・
自
叙
、
五
頁
。

（
5
3
）
　
《
牢
a
9
審
＆
界
y
や
H
炉
β
9
0
（
Φ
）
。
後
半
傍
点
部
分
の
原
文
は
．
．
、
…
ぎ
塁
ミ
。
冨
o
享
①
自
q
、
鴇
蜜
ぎ
一
霧
曾
畦
貴
①
5
ま
甲
琴
＄
留
。
＄

　
＆
碧
8
憲
O
拐
り
…
．
、
で
あ
る
。

（
54
）
第
一
頁
目
、
冒
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
．
表
紙
に
は
題
字
は
掲
げ
ら
れ
な
い
．

（
55
）
　
尤
も
、
こ
の
四
つ
折
り
判
、
皮
装
の
、
上
下
二
巻
か
ら
な
る
手
書
き
の
「
刑
法
草
案
」
そ
れ
自
体
は
、
そ
の
資
料
と
し
て
の
出
自
、
成
立
年
月

　
日
．
及
び
そ
の
作
成
者
の
氏
名
を
知
る
為
に
は
、
何
も
語
ら
な
い
．
私
は
、
続
稿
に
て
同
本
の
内
容
的
解
題
・
紹
介
及
び
そ
の
全
文
の
覆
刻
を
施
す

　
つ
も
り
で
あ
る
が
、
以
下
本
文
で
は
そ
の
結
果
の
み
記
す
こ
と
に
し
た
い
．

（
5
6
）
　
『
内
閣
文
庫
洋
書
分
類
目
録
・
仏
書
篇
』
（
昭
和
四
三
年
刊
）
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
同
資
料
は
「
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
筆
」
に
か
か
る
手

書
き
草
稿
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
私
は
若
干
の
疑
問
を
持
つ
。
写
本
と
し
て
伝
わ
る
同
資
料
は
、
創
案
者
は
彼
だ
と
し
て
も
筆
写
者
を
別
の
人
物
に

　
想
定
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
こ
れ
も
又
、
続
稿
に
て
論
ず
る
。

（
57
）
　
こ
の
第
二
稿
か
ら
確
定
稿
に
至
る
邦
文
草
案
の
変
遷
は
、
『
（
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆
記
）
附
録
刑
法
草
案
会
議
記
』
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
所

蔵
・
鶴
田
文
書
内
の
一
史
料
）
に
綴
ら
れ
る
各
草
案
に
委
細
に
施
さ
れ
た
朱
字
に
よ
る
書
き
込
み
を
手
掛
か
り
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
克
明
に
跡
付

　
け
る
こ
と
が
出
来
る
．
か
か
る
史
料
と
、
『
会
議
筆
記
』
に
収
録
さ
れ
る
編
纂
記
録
、
及
び
本
文
に
て
紹
介
し
た
二
つ
の
仏
文
草
案
を
重
ね
合
わ
せ

　
る
こ
と
に
よ
り
、
外
国
語
草
案
と
そ
の
邦
訳
、
及
び
審
議
結
果
が
そ
れ
ぞ
れ
連
動
し
、
一
つ
の
邦
文
草
案
紙
面
上
に
、
密
接
な
連
環
の
下
に
合
一
し

　
て
ゆ
く
経
過
が
読
み
解
け
る
。
続
稿
に
て
具
体
例
を
挙
げ
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

（
58
）
　
浅
古
「
前
掲
刑
法
草
案
審
査
局
小
考
」
、
三
八
六
頁
註
10
．
「
註
釈
書
」
と
は
『
刑
法
草
案
註
解
』
で
あ
る
．

（
59
）
　
前
掲
『
刑
法
草
案
註
釈
』
（
上
巻
）
六
六
六
頁
に
は
、
「
黒
奴
売
買
ノ
罪
」
「
海
賊
ノ
罪
」
を
含
む
一
章
が
削
除
さ
れ
た
経
緯
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
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二つの仏文刑法草案とボアソナード

仏
文
原
文
の
〈
牢
。
営
み
三
器
V
b
』
犀
に
は
、
「
政
府
と
元
老
院
の
合
同
委
員
会
に
非
公
式
的
（
。
睡
号
霧
①
冨
①
暮
）
に
も
〔
本
章
の
〕
草
案
が
付
さ

れ
る
こ
と
を
か
ろ
う
じ
て
得
た
の
で
あ
る
』
と
あ
る
．
お
そ
ら
く
そ
の
委
員
会
と
は
、
一
〇
年
ご
戸
二
五
日
に
開
設
さ
れ
た
、
司
法
省
・
太
政
官

法
制
局
・
元
老
院
所
属
の
各
員
か
ら
構
成
さ
れ
た
、
刑
法
草
案
審
査
局
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
．
司
法
省
の
公
式
草
案
た
る
「
確
定
稿
」
に
て
削
除
さ

　
れ
た
意
見
を
、
改
め
て
非
公
式
的
に
上
申
す
る
機
会
が
、
彼
に
は
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
．
『
刑
法
草
案
註
解
』
で
は
、
来
る
元
老
院
の
審
議

　
で
該
意
見
が
、
再
び
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
希
望
を
つ
な
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

（
6
0
）
　
こ
れ
は
、
一
三
年
三
月
に
始
ま
る
元
老
院
審
議
で
の
、
参
考
資
料
と
し
て
刊
本
化
が
企
図
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
を
好
機
と
し
て
彼
は
自

　
己
の
納
得
の
行
か
な
い
点
を
「
少
数
意
見
」
と
し
て
、
本
来
の
「
立
法
官
」
た
る
同
院
に
諮
っ
た
の
で
あ
ろ
う
．
従
っ
て
、
同
院
に
於
け
る
刑
法
講

義
か
ら
、
彼
の
同
院
に
対
す
る
姿
勢
は
一
貫
し
て
い
た
の
で
あ
る
．

（
61
）
　
新
井
前
掲
「
旧
刑
法
の
編
纂
」
e
．
六
七
頁
。

（
6
2
）
　
近
刊
の
本
誌
上
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
6
3
）
　
な
お
一
二
年
八
月
に
印
行
さ
れ
た
刊
本
仏
文
草
案
に
基
づ
き
．
当
時
の
我
が
国
に
於
け
る
刑
事
立
法
改
革
の
状
況
を
紹
介
し
た
外
国
語
講
演
録

　
あ
る
い
は
論
文
と
し
て
、
さ
し
あ
た
っ
て
次
の
も
の
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
．
い
Φ
ま
詳
（
と
矯
客
噌
無
ミ
§
§
b
き
＆
黒
蓑
執
§
～
§
§

肉
ミ
§
魯
b
さ
帖
ミ
§
ミ
蓉
誉
蓉
噛
g
魯
N
8
段
§
帖
§
。
§
鴇
ミ
禽
日
。
ヨ
①
図
一
一
」
。。
。

。
ρ
唇
』
漣
－
器
刈
こ
ト
9
噛
母
ミ
§
§
辱
。
麟
ミ
誉
き
魁
§

』

§
§
堕
肉
ミ
§
鷺
蕊
噌
巳
。
§
b
さ
貴
魯
登
蜘
＆
嬉
。
。
§
帆
§
無
魯
騨
魯
篭
。
。
℃
挙
9
§
s
§
肉
壕
§
ミ
乳
騨
N
、
駄
ミ
§
喚
§
一
〇。
。

。
ρ
箸
．
ω
魔
山
ミ
ゆ

U
Φ
¢
蜜
議
甘
¢
（
＞
●
）
堕
9
§
黛
恥
§
識
§
詩
。
。
博
＆
9
。
。
爵
Q
。
§
黒
蓉
N
9
騒
q
。
忌
爵
博
§
量
ぎ
鳥
蓉
ぎ
鳶
魯
ミ
器
誉
ミ
執
．
国
§
冨
馨
量
』
§
§

山
匙
魯
き
§
ミ
。
。
鼠
慧
静
卜
＆
琶
§
軌
§
8
§
鳩
ミ
貴
弓
。
目
①
ヌ
し
・。
。

。
ρ
薯
』
ω
“
山
S
な
ど
．
尚
、
右
に
紹
介
し
た
い
ず
れ
の
記
事
も
短
い

　
も
の
で
あ
る
が
、
「
少
数
意
見
」
に
つ
い
て
の
言
及
・
評
価
な
ど
は
お
よ
そ
為
さ
れ
て
い
な
い
。

（
64
）
　
施
行
さ
れ
た
旧
刑
法
典
に
つ
い
て
は
、
＜
き
閏
即
目
①
ズ
Q
、
＞
●
）
堕
b
Q
b
＆
義
9
帆
§
黛
蓉
ぎ
量
』
§
§
き
養
。
魯
b
ま
帖
ミ
ミ
Q
§
ミ
画
ミ
§

恥
ミ
ミ
駄
覧
。
・
執
§
§
馬
§
憶
ミ
鈴
弓
§
Φ
さ
ダ
一
。。
。
。
紳
署
お
？
㎝
鐸
竃
昌
霞
（
幹
）
鳩
建
。
⊃
き
§
o
Q
言
誉
§
ミ
器
国
夏
。
・
ミ
ミ
§
』
§
§
．
α
。
D
§
－

　
慧
魯
ミ
。
。
魯
。
ミ
§
9
。
。
。
。
。
ミ
農
躰
、
ミ
包
§
O
嵐
。
§
堕
oσ
山
H
〆
一
〇。
o
。
ρ
ω
’
凹
臣
‘
勾
き
零
（
ω
畠
y
b
9
。
。
じ
Q
ミ
R
む
§
器
§
ミ
＆
鳴
o
Q
ミ
母
驚
寒
＆
ミ
量
§
ε
｝

　
卜
§
蕊
e
、
ミ
卑
馨
》
8
ミ
矯
一
〇。
・
。
P
砕
8
蹄
又
、
『
刑
法
草
案
註
釈
』
に
つ
い
て
は
、
U
且
畦
象
参
（
》
）
。
．
、
8
ミ
ミ
§
萱
農
§
§
亀
．
§
醤
駄
ミ
魯
。
っ
ミ

　
ぎ
、
き
審
肺
魯
9
警
慧
き
巳
管
遠
蓉
詠
．
、
．
b
q
§
§
き
魯
登
。
。
8
養
駄
魯
卜
＆
鐘
9
識
§
8
§
℃
ミ
費
↓
。
目
Φ
図
＜
H
蕊
○
。
8
箸
。
器
o
。
山
自
。
な
ど
が

　
あ
る
。

（
6
5
）
　
小
野
清
一
郎
「
旧
刑
法
と
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
の
刑
法
学
」
『
刑
罰
の
本
質
に
つ
い
て
・
そ
の
他
』
（
昭
和
三
〇
年
）
、
四
二
五
頁
以
下
．

（
6
6
）
　
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
身
が
か
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。
尚
、
前
註
6
3
で
掲
出
し
た
文
献
の
内
、
後
二
者
は
、
ボ
ア
ソ
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ナ
ー
ド
の
一
定
の
影
響
の
下
に
当
該
草
案
が
編
纂
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
彼
を
か
か
る
草
案
を
準
備
し
た
司
法
省
に
お
け
る
編
纂
委
員
会
の

　
「
一
員
」
と
し
て
位
置
付
け
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
い
な
い
。
と
り
わ
け
、
最
後
者
は
比
較
立
法
協
会
の
機
関
雑
誌
で
あ
り
、
当
該
草
案
を
初
め
と
し

　
て
数
多
く
の
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
に
よ
る
立
法
成
果
が
誌
上
報
告
さ
れ
、
そ
う
し
た
有
力
な
情
報
源
と
し
て
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
自
身
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

　
ら
〔
ダ
乞
。
盆
（
ざ
）
℃
Q
器
躰
ミ
恥
馳
。
嘗
。
ミ
量
8
§
鳩
ミ
ミ
聾
。
音
蓉
誌
き
、
さ
§
§
8
q
§
い
§
鳩
ミ
＆
蕊
魯
b
さ
＆
9
§
憾
ミ
魯
日
O
目
①
鍔

目
o
憲
。
」
8
ρ
や
額
ω
（
ぎ
け
巴
）
〕
、
お
そ
ら
く
当
該
仏
文
草
案
に
つ
い
て
も
彼
の
述
べ
伝
え
た
と
こ
ろ
が
、
上
記
紹
介
報
告
の
内
容
を
構
成
し
た
の

　
で
あ
ろ
う
。

（
67
）
　
江
口
三
角
「
問
題
思
考
と
体
系
思
考
」
〔
実
定
法
学
の
側
か
ら
〕
星
野
英
一
・
田
中
成
明
編
『
法
哲
学
と
実
定
法
学
の
対
話
』
（
平
成
元
年
）
、

　
一
八
八
頁
以
下
参
照
．

（
補
註
）
本
稿
脱
稿
後
、
最
高
裁
判
所
図
書
館
明
治
文
庫
所
蔵
の
『
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
仏
国
刑
法
講
義
筆
記
写
』
（
『
明
治
文
庫
目
録
』
昭
和
五
八
年
・

九
〇
頁
）
と
あ
る
史
料
が
、
実
は
本
稿
に
て
紹
介
し
た
元
老
院
で
の
「
刑
法
草
案
講
義
」
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
．
本
史
料

は
、
三
冊
の
綴
り
か
ら
成
っ
て
お
り
、
版
心
に
「
高
知
裁
判
所
徳
島
支
庁
」
（
同
支
庁
は
明
治
九
年
一
一
月
一
三
日
に
開
庁
）
の
文
字
を
持
つ
罫
紙

に
墨
書
浄
書
さ
れ
、
三
冊
と
も
そ
れ
ぞ
れ
「
高
知
裁
判
所
管
内
脇
町
区
裁
判
所
」
（
同
区
裁
判
所
は
、
翌
一
〇
年
一
月
二
三
日
に
徳
島
支
庁
管
内
に

開
庁
）
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
六
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
刑
法
草
案
講
義
筆
記
』
以
前
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
と
の
推
測
も
で
き
な

　
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、
内
容
的
に
同
刊
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
、
ま
た
書
誌
的
に
も
刊
本
を
超
え
る
特
徴
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。

80

〔
付
記
〕
　
本
稿
は
、
平
成
元
年
度
本
塾
学
事
振
興
資
金
に
よ
る
研
究
補
助
を
受
け
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


